
令和６年度 理学療法士による呼吸介助実技演習～在宅で活用できる！呼吸ケアのスキ

ル～募集要項(申込期間延長) 

１ 目的 

 酸素療法や人工呼吸管理などの呼吸ケアが必要な患者に対する呼吸介助の理論を学ぶとと

もに、基本的な呼吸介助手技を習得し、換気の改善や排痰に実践的に応用できるようにする。 

２ 日時 

令和６年11月30日（土）10時～16時 

３ 受講対象者 

 訪問看護ステーションや介護老人保健施設等で呼吸ケアに興味・関心のある看護師、理学

療法士 

４ 募集人員 

40名程度 

５ 会場 

神奈川県立保健福祉大学横須賀キャンパス 

（横須賀市平成町1－10－１） 

６ 内容 

10：00～10：10 開講あいさつ 県立保健福祉大学 

リハビリテーション学科 

学科長 笹田 哲 

県立保健福祉大学 

リハビリテーション学科 

理学療法学専攻 

専攻長 仙波 浩幸 

10：10～11：00 講義 

呼吸介助の基礎と実践 

県立保健福祉大学 

リハビリテーション学科 

理学療法学専攻 

准教授 内田 賢一 

11：00～12：00 

（休憩1時間） 

演習 

呼吸介助の実践練習 

県立保健福祉大学 

リハビリテーション学科 

理学療法学専攻 

准教授 内田 賢一



 
                

 

13：00～15：30 

 

横須賀共済病院 

リハビリテーション科 

主任 木村 充広 

（有）足柄リハビリテーション

サービス 

代表取締役 露木 昭彰 

県立保健福祉大学 

リハビリテーション学科 

理学療法学専攻 

准教授 島津 尚子 

県立保健福祉大学 

リハビリテーション学科 

理学療法学専攻 

助教 浅井 直樹 

15：40～15：55 質疑応答  

15：55～16：00 閉講あいさつ  

 

７ 申込方法及び申込期間 

（１） 申込方法 

実践教育センターホームページ教育研修「理学療法士による呼吸介助実技演習」ページ

（https://www.kuhs.ac.jp/jissen/study/details_02743.html）に掲載の申込フォーム

に従って、必要事項を入力のうえお申し込みください。 

    ※ センターからの返信メールが受信できる設定にしておいてください。 

    ※ 申込み後、リターンメールが届いていることをご確認ください。 

 

（２）申込期間（延長） 

令和６年９月25日（水）８時半～令和６年11月５日（火）17時 

 ※当初の申し込み期間（令和６年10月 21日（月）17時 まで）を上記まで延長します。  

※募集人数が定員に達した場合、申込期間中に募集を終了する場合があります。 

  

（３）受講決定 

 受講の可否は申込者全員に、フォームメールに登録されたメールアドレス宛に通知します。 

その際に、受講経費の納入方法をお知らせします。 

なお、先着順、神奈川県内在住または在勤の方を優先します。 

 

 

 



 
                

８ 受講経費 

   2,000円（税込） 

   ※納入された受講経費は返還いたしません。 

 

９ その他 

 ・実技を伴う研修です。動きやすい服装でご参加ください。 

  ・演習中は不織布マスクの使用を推奨します。 

 

10 問合せ先 

実践教育センター 実践教育部  理学療法士による呼吸介助実技演習 担当  

 ℡ 045-366-5891（直通） 

 kensyu-17.j@kuhs.ac.jp 

 


